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福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

株式会社　医療福祉経営研究所

志木駅前そらいろ保育園 種別：

℡

 
352-0001
埼玉県新座市東北2丁目26番16号 サンヴィ
レッジ志木1階

定員(利用人数)：

 048-424-3969

「保護者の立場で気持ちを考え、園と一緒に子どもの成長を見守ることができるよう取り組んでい
ます」
　良いことも悪いことも、また、子どもを叱ったことも全て保護者と共有することが大切と捉え、
保護者に園の方針として伝えています。年1回行う保護者会と合わせて保育参加を行っており、各
クラスに分かれて保護者と一緒に制作活動を行っています。子どもと一緒に制作しながら子どもの
成長や職員の関わりを知ることができ、また、保護者同士も交流しながら共通話題で和やかな雰囲
気が作られています。連絡帳も全職員で確認し、全家庭の様子を把握することに努めています。
「自分が保護者だったら」と保護者の気持ちに思いを向けて、「共育て」ができるよう良好な関係
性の構築に取り組んでいます。

「小規模園のよさを活かし、日常の色々な場面で異年齢保育が活かされています」
　ワンフロアでの保育ですが、隣の2歳児の活動を見ながら、1歳児は楽しそうに眺めたり、真似を
しながら大きな子どもへの憧れを抱いています。戸外活動に出かける時も玄関を出たスペースで一
緒に体操をしているときも、1歳児は2歳児や職員の姿をみながら一生懸命真似ています。公園で
は、2歳児が1歳児が集めたドングリを忘れないように渡してあげるなど思いやりの気持ちが育って
います。職員が意識的にその場面をつくるのではなく、自然な形で異年齢の交流が良い形で生まれ
ています。

「中長期計画は損益計画を基に作成し、組織的に進捗管理を行っています」
当園の中長期計画は、損益計画を基に、園と運営本部にて会議を行い作成しています。単年度計画
については、中長期目標を達成するための視点で構成されており、進捗管理は毎週行われている運
営本部との会議の中で進捗管理、評価、見直しを行っています。保育内容に関わる部分は園長から
職員へ口頭にてタイムリーに伝えています。改善事項があれば、職員会議の議案に挙げ、改善に向
けての話し合いを行う等、計画に対する実行、進捗管理について組織的な対応がなされています。
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◇特に評価の高い点

　平成29年6月1日（契約日）～平成30年3月30日（評価結果確定日）
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別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

この度、第三者評価を受けて日頃の保育では、当たり前になっていた事など、新たに気づかせて頂
く事も多く勉強させて頂きました。今回を機に、改善していかなければならない部分は職員で話し
合い、園として温度差がないようできる所から取り組んでいきたいと思います。貴重なお時間を頂
いて子ども達や保護者の方に喜んでもらえる園作りの大切さを教えて頂き、ありがとうございまし
た。

「保育課程の作成が望まれます」
　年間指導計画を4期に分けて子どもの成長段階に合わせて作成し、月案にて子どもへの保育内容
を立案しています。これらを策定する上での基礎となる保育課程の作成には至っていません。新保
育所保育指針に基づき、また園の保育方針をどのように実現していくのか、子どもの成長、地域と
の関わり、食育、行事など合わせて保育課程で示すことが望まれます。

「園全体としてのスキルアップに向けた更なる取り組みが期待されます」
当園では、人事考課制度に基づく「目標管理シート」にて各職員が個人目標を設定しています。運
営本部が作成している年間研修計画や外部研修の参加等を通してスキルアップを図っています。し
かし、研修へ参加した後の園全体へのフィードバックや、研修内容を日々の保育に活かしきれてい
ない現状があります。個人レベルから園全体のスキルアップを図っていくため、研修へ参加した職
員による持ち帰り研修や、研修参加から一定期間経過した段階での保育内容の振り返りを行う等の
取り組みを行っていく事が期待されます。

「ヒヤリハットの有効活用が期待されます」
当園では、事故に繋がる恐れのある子ども達の行動等はヒヤリハット報告書にて気づきを共有する
事となっています。しかし、現状としてヒヤリハットとして挙がる件数が少ない事や、同様の事故
が続いてしまっている現状があります。園で作成している「保育園安全点検チェックリスト表」の
活用とともに、ヒヤリハットを活用する事により、職員間での気づきを増やし、共有化を図り事故
防止に繋げていく事が期待されます。また、「事故とヒヤリハット」に該当するケースについて職
員間の認識のずれがないか確認し合う等の取り組みも期待されます。

◇特にコメントを要する点


